
（平成30年度）

一 管理運営の状況
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二 管理運営に係る評価

（モニタリングシートの結果によって評価）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ サービスの質の向上

外部講師等による接遇研修などの実施、利用者アンケートによる要望事項等の把
握とその対応及び公表など、可視化された取組について評価している。
また、火葬技術管理士の資格取得や火葬場管理者研修などに積極的に取組み、多
くの知識の吸収に努めていることは、職員のモチベーションとサービスの質の向
上に繋がっているものと考えられる。
朝のミーティングには、場内の委託業者も参加させ、連絡事項等の情報を共有し
ていることは大変効果的であると考える。
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施設の運営管理体制

施設・設備の維持管理

指定管理者評価シート

施設名

指定管理者

指定期間

《収入》

施設の利用状況4

・     その他市が負担した費用　　　　27,329千円　（ 13,898千円）

仙台市葛岡斎場

仙台市公園緑地協会・太陽築炉グループ

平成２９年４月１日から令和４年３月３１日まで

・平成30年度　9,343件（前年度比　103％）　※件数は、死体・死胎児・献体・その他及び後納分
・平成29年度　9,064件（前年度比　102％）　　含む火葬件数。
・平成28年度　8,886件

5

《事業》
　　　　　仙台市葛岡斎場の管理運営業務

評価
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斎場を管理運営する上で基本理念と運営方針を定めた「基本方針」を作成し、職
員研修や毎朝のスタッフミーティングなどを通じて職員に周知徹底を図ってい
る。
斎場の設置目的や使命について、職員一人ひとりが十分に理解しながら円滑な火
葬業務に携わっており、望ましい適切な斎場運営と言える。
平成30年度は外部監査法人による監査を受け、より良い運営に向け努力してい
る。

評価分野

総則

所見

収支の状況

・     指定管理者に支払った費用　　　270,331千円　（268,506 千円）

・     使用料収入　　                   　　131,972千円　（128,333千円）

・     その他収入　　　　　　　          33,731千円　（　23,030千円）

《実施状況》
①平成30年4月1日～平成31年3月31日まで施設利用者アンケートを２階東西ロビーの2か所及び各待合
室(20室)に用紙を設置して実施。
②日常的に利用されている葬祭業者の方々の意見や要望等を把握するため8月と3月に懇談会を実施。
③平成30年4月1日～平成31年3月31日まで市長への手紙を事務室前に設置。

利用者の声

《費用》

(　)は前年度決算額

30/30
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友引の前後を問わず火葬件数の多少を勘案しながら柔軟な勤務シフトをとってお
り、また、非常時の事故マニュアル等も整備されその対応も確立されている。さ
らに、インカムにより職員相互で情報を共有し、事故や災害時等の迅速な連絡体
制も構築されている。
また、個人情報の保護やセキュリティ対策の重要性についても、職員研修やミー
ティング等で伝達をしている点なども評価に値し、事故防止対策、発生時の対応
などの認識を高めていることは評価できる。

備品管理をはじめ、清掃、警備、環境への配慮、植栽等すべて適切に行われてい
た。また、職員自らも清掃、除草、除雪など環境整備に取り組んでいる。
また、職員が日常的に巡回点検を行い、専門業者による保守点検とともに軽微な
修繕は自前で行うなどしている。
さらに、葬祭業者控室などに「持ち込み物の持ち帰り」の案内を掲示し「ゴミの
排出抑制」の取組みを実施していることなどは評価できる。
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Ⅴ

三 その他特に評価すべき優れた取組み

　　（指定管理者の優れた取組みを評価する　加点要素）
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2

3

四 評価総括

◎ 評価担当課（施設所管課）：健康福祉局保健衛生部保健管理課

評価すべき取組み

―

関係法令や条例、規則、コンプライアンスや業務仕様書等を順守しており、関係
書類の検査結果も適正であり、火葬手続きや火葬料金の徴収事務についても適切
に処理されている。
職員による安全対策や自前での軽微な修繕及び火葬料金の二人二重チェック体制
などは、多忙な業務の中で実施されていることは評価できる。

13/13施設固有の基準

取組み状況

S

　指定管理者は、市の公園施設を中心に総合的な管理を行っている団体と、火葬炉の専業メーカとの組合せとなり
利用者・葬祭業者からの評価も高い。特に危機管理対策を重要事項とし、葬祭業者を含めた関係機関との避難訓
練を実施し信頼関係を維持しながら、いざという時の連携構築に努めていた。

　また、遺族や会葬者の方々の心情に配慮し安心して火葬が行えるよう、特に接遇マナーの向上に力を入れてい
る。協会内部の接遇研修はもとより、外部講師を招いた研修や市関係主催の研修にも参加しており、職員の資質
向上に力を入れている姿勢が窺える。さらに、火葬技術管理士の資格取得や火葬場管理者研修に参加するなど、
火葬全般の知識をもった人材育成にも努めている。
　併せてアンケート結果の公表や葬祭業者との意見交換により利用者の要望把握に努めており、市民に開かれた
斎場運営の可視化などの姿勢が評価できる。

　指定管理者として、遺族や会葬者に信頼と安心感をもっていただこうと日々努力していることは高く評価できるも
のである。

《施設設置者（仙台市）による評価》

《指定管理者（仙台市公園緑地協会・太陽築炉グループ）による自己評価》

○震災時を除き、年々火葬件数が増加傾向にある。そのような中、葛岡斎場は市内唯一の火葬施設であり、故人と遺族の永遠の別れの場所と
して、葛岡斎場の設置目的及び使命を十分に理解した上で、業務仕様書及び事業計画などに基づき、市民の皆様方から「安心」と「信頼」をい
ただける施設として維持管理運営を行うことができている。
○職場内での研修や外部講師による接遇研修、市や外部機関開催による各種研修会への参加を実施したことで、職員の意識及び接遇レベ
ルの向上を図ることができた。また、インカムの利用により、利用者案内や職員相互の情報共有が容易となり、より円滑に運営が維持されてい
る。
○協会本部公園管理班直営による除草や降雪時の職員による早出対応など、一定程度の経費節減が図られている。
○東日本大震災の教訓を踏まえた防災訓練の実施や職員自らが防災設備等の点検を行える体制、斎場独自の防災力の強化などを図ってき
た。
○施設の改善面では、予てから要望等があった、２階東側和室通路に「ブラインド」を設置し、暑さ対策を図った。また、子ども室の空調改善を
図り、要望等に応えてきた。
○1階の業者準備室に「掲示版」を設置し、葬祭業者への連絡用として利用している。
○専門業者による「外部監査」を実施し、指摘事項等の改善に努めよりよい斎場運営に反映している。
○アンケート内容やその対応方針などを掲示、サービス改善を目的とした葬祭業者との意見交換会を実施することによって、利用者の方々の
声に真摯に対応する姿勢や斎場の情報公開の姿勢が浸透し、斎場への信頼が深まった。

総合評価

加点評価
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